　　平成３０年度　第１回立科町総合教育会議録
日　時　平成３０年８月６日（月曜日）午前１０時００分～午前１１時４５分
場　所　立科町役場　中会議室
参集委員
　　立科町長　　　　米村　匡人

　　立科町教育長　　宮坂　晃
　　教育長職務代理　中澤　士郎
　　教育委員　　　　飯島　英一
　　教育委員　　　　堀　美智子
　　総務課長　　　　長坂　徳三
　　　　　　
事務局　市川教育次長　浦野子育て教育係長　芝間社会教育人権政策係長
　　　　
傍聴者　１名

　協議事項
　（１）小中学校の教育環境整備について
　（２）部活動指導員について
　（３）その他

教育次長　ただいまより平成３０年度第１回総合教育会議を開催いたします。
　　　　　それでは最初に、米村町長から挨拶をお願い致します。
米村町長　８月も非常に暑い日が続き異常気象と言われる中、昨日も選挙があり厚い中投
　　　　票事務をやっていただきました。日中１０時頃から夕方にかけてうだるような厚
　　　　い日が続いて、また６月に梅雨が明けてしまうというような、気象条件が目まぐ
　　　　るしく変わってきている中、子どもたちの環境について皆さんと協議をしなけれ
　　　　ばいけないということで、本日はお話をさせていただければと思っています。
　　　　　少子高齢化で子ども達の数も減っており非常に懸念しているところですが、そ
　　　　の中でも子ども達にいい教育を行うことによって子ども達の数を増やすという事
　　　　も可能ではないかと考えています。教育委員の皆さんには将来を見据えた中でし
　　　っかりと議論をしていただき、総合教育会議を通じて行政とも連携をして進めてい
　　　くことが一番必要だと思っています。本日はよろしくお願いします。
　　　　
教育次長　ありがとうございました。それでは町長の進　行で進めていきます。よろしく
　　　　お願いいたします。
米村町長　協議事項の１は小中学校の教育環境整備ということで挙げてありますが、暑い
　　　　中で子ども達がどう過ごしているのか、立科町でも３５度を超えるような中でど
　　　　のように対応していけばいいのか、総合教育会議の中で皆さんに忌憚のない意見
　　　　をいただきながら進めていきたい。ただ、予算も限られており、国の動向も見え
　　　　ない部分もあるので、解決策が見つかるか、ということもあるが、私自身は小中
　　　　学校に扇風機は付いているが、空調施設について皆さんがどうお考えになってい
　　　　るのか、議論をした中で方向付けていきたい。また、議会でも総合教育会議の中
　　　　で議論をした結果について話をするべきだと思いますので、皆さんからご意見を
　　　　いただきたい。それでは現状について事務局から説明をお願いします。
教育次長　ご承知のとおり今年度全国で異常気象による猛暑対策、熱中症対策が取りざた
　　　　されています。近隣の小中学校、保育園等の教育施設の状況を新聞報道等から見
　　　　ますと、上田市については、保育園の3歳以上児の部屋へのエアコンをこれから
　　　　検討する、来年度以降小中学校の普通教室へのエアコンを検討していきたいと報
　　　　道されていました。佐久市については小中学校各教室扇風機の増設をするという
　　　　ことです。小諸市については小中学校に扇風機を増設、松本市についてはエアコ
　　　　ンについては今後検討していくと、新聞紙上に掲載されておりました。立科町の
　　　　状況につきましては、平成26年小中学校の各部屋に天井扇風機を4台から６台設
　　　　置してあります。保育園につきましては、平成28年度にすべての部屋にエアコン
　　　　を設置し対策は済んでいます。このような中でエアコン設置となると多額の費用
　　　　がかかります。緊急に業者に概算でどのくらいかかるか聞いたところ、小学校職
　　　　員室等を含めた全室に設置した場合約7千万円、中学校の場合は8千万円近くか
　　　　かるのではないかということです。猛暑は今年だけとは限らないので、このよう
　　　　な状況を踏まえてエアコン設置を検討していかなければいけない状況にあると思
　　　　っています。教育委員さんからお話をいただきながら、今後の検討材料にしてい
　　　　きたいと思っていますので、よろしくお願いします。
中澤委員　エアコンは電気ですか、それともガスですか。
教育次長　電気です。またエアコンの設置につきましては、公立学校施設環境交付金の対
　　　　象になるので、3分の1位は補助金の対象になるかと思います。
米村町長　国の動向や県の情報はどうなっているのか。
教育次長　特別な手当についてはまだ示されていませんが、先程の環境改善交付金の空調
　　　　設備についてのみ、今年度追加の募集がありましたので、要望はしていきたいと
　　　　思っています。
米村町長　私は環境が変わって来る中で、前向きに検討していかなければいけないと思っ
　　　　ていますが、教育委員会としてどのような見解を持っているのか皆さんにお聞き　
　　　　したい。
中澤委員　当然設置した方がいいが、膨大な費用が掛かって来るので、優先順位はどうな
　　　　ってくるのか、長野市は設置する方向性は示したけれど、調査をして優先順位を
　　　　決める段階。立科町ではそういった検討はされていないし、調査をしないと一遍
　　　　にはできないのではないか。高校で設置に関わった経験があるが、10数年前27
　　　　教室で設置に3500万円、ガスヒートポンプエアコンの維持費で毎年100万円以上
　　　　がガスの燃料代、4,50万円の設備点検費がかかっていた。設置すると耐用年数が
　　　　来た時にどうするか、という問題も生じてくる。費用は生徒が毎年エアコン代を
　　　　自己負担するという形になる。維持管理費について、小中学校では受益者負担は
　　　できないので、そこはどのように検討しているのか、教育委員会ではこの話は出て
　　　こなかった。
米村町長　学校からも要望は出でいないのか。
教育長　　生徒の居る教室は天井扇が4つ付いているので、それほど困ったという話は出
　　　　ていないが、問題は体育館と給食の調理室。調理室は締め切って火を使うので、
　　　　気温が40度にもなり、調理員の具合が悪くなったりもしている。特に小学校につ
　　　　いては何とかしてくれと、学校からも言われており、それについては委員の皆さ
　　　　んにも話してある、何とかしなければいけないということで、見積もりを取ると
　　　　４００万円、レンタルもあるが１ヶ月１３０万円で、簡単に付けられる状況では
　　　　ない。国でこの暑さは災害だ、と言っているので対応するのではないか、と期待
　　　　している。
米村町長　これだけの異常事態になっている中で、行政としてどのように手を出していか
　　　　なければいけないのか、こどもの教育環境をどのように見ていくのか、その中で
　　　　はランニングコストがかかることも覚悟していかなければいけないが、そのコス
　　　　トを抑える方法はあるのか、議論を深めていかなければいけない。何も調査をし
　　　　ていないことは真摯に受け止めなければいけない。
中澤委員　　例えば教科担当者が授業始をめた時に記録するなら直ぐできるし、教育的配
　　　　慮という意味でも、子どもも先生も自覚するし、数学の勉強にも理科の勉強にも
　　　　なる。温度計を設置する位ならお金もかからないし、直ぐにできる。立科町は小
　　　　中1校なのでやろうとすれば直ぐにできるのかも知れないが、どのようにコスト
　　　　が掛かってくるか検討したうえでやっていかないと、持続可能財政を保ちなが
　　　　ら教育環境を整備するという、バランスを考えながらどのへんで折り合いをつけ
　　　　るかということになってくる。例えば３階だけ入れるとか、１校ずつだとどうか、
　　　　などそういった色々な状況があると思うので、早く環境整備をしたい気持ちはあ
　　　　るが、現実問題と照らし合わせてやっていくべきことだと思う。
教育長　　今年、来年となるとむしろ余計に費用がかかってしまので、一度でやった方が
　　　　いいと思っているが、小学校は後何年使うかという問題もあるし、何回も工事を
　　　　して配線がどうなっているか分からないので、その工事も数千万かかる。
飯島委員　教室については、まず調査をして、保護者を交えて議論をしながら国や県の動
　　　　向を見極めていけばいいのでは。調理室に関しては補助対象から外れると思うが、
　　　　働く人が具合悪くなったり、食中毒の問題も絡んでくるので、しっかりとした環
　　　　境を整えなければいけないのではないかという気がしている。
教育長　　国で３分の１補助金がでるが、それでもかなり費用がかかる。でもせっかくの
　　　　チャンスなのでこの機会にやってもらいたい。
中澤委員　立科町はヒートアイランド現象が起きるような地域とは状況が違うが、まず調
　　　　査から始めてもらえればいいのでは。
総務課長　小学校は築４２年経っている。立科町の子どもの人口が減ってきている中で、
　　　　今の規模の小学校、中学校、学校だけでなく公共施設すべてですが、同じ規模で
　　　　維持していくのは非常に難しくなっていくと思う。例えば給食室については二つ
　　　　を統合して新たな物を造って適正規模でやっていくとか、大きな視点でも考えて
　　　　もらえれば。また将来的なことも考えた長いスパンの計画も必要だと思います。
中澤委員　応急的にできることは何になるのか。健康被害や食中毒など早急に対応しな
　　　　ければいけない事はまず対応して、もう少し長期的なスパンでやる事の２段構え
　　　　でいかないと、中々一律にはいかないのが現状ではないか。
米村町長　　日中どのくらいの温度になっているか分からないので、まずは温度計を設置
　　　　して先生方にお願いして、時間を決めて計ってもらったらどうか。
中澤委員　子どもたちの手を借りて体験させるのも、とても大事な学習でもある。現状
　　　　把握をやりながら全体でどうするのか、という対応が必要なのではないか。
教育長　　補助金については、今回の要望は単純に希望だけなのか、取下げは可能なのか、
　　　　別の補助金の可能性はないのか、担当は県に確認してみること。
米村町長　学校でデータを集めた今の状況と、国の動向を見ながらやっていく。どちらに
　　　　しろ今年度という話ではなく、やるのであれば来年度。金額的にあまり大きくな
　　　　ると来年は骨格予算なので、当初に計上するつもりは全くない。ただし、取れる
　　　　データはしっかり取っておいていただきたい。
米村町長　それでは本日予定された議事は終了しましたので閉会したいと思います。本日
　　　　は皆さん大変お忙しい中ありがとうございました。
教育次長　長時間にわたりご意見をいただきありがとうございました。以上を持ちまして
　　　　閉会と致します。
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